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牛
馬
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。
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削
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頃
に
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一
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、
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を
中

止
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７
８
年
２
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開
さ
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を
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の
牛
車
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森
の
中

を
降
っ
て

ち
ょ
っ
と
降
り
過
ぎ

か
と
気
に
な

り
だ

し
た
頃

林
の
向

こ
う
に
明
る
く
開
け
た
広

場
が

あ
り
、
小
さ
な

小
屋
が

見
え
る
。

銅
山
峰
の
尾
根

を
く
り
貫
い
た
第
一
通
洞
が

通
じ
る
と
、
運
び

出
さ
れ

た
鉱

石
が

こ
こ
か
ら
上
部
鉄
道
で
石

ヶ
山
丈
へ

と
お
ろ
さ
れ

た
。

ヒ
ュ
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テ

の
す
ぐ
そ
ば

に
停

車
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跡
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あ
り
、
こ
の
ま
ま
ヒ
ュ
ッ
テ

の
前

を
通
り
抜

け
る
と
西
赤
石
山
・銅

山
越
か
ら

の
道

と
合
流
し
て
東
平
へ

の
牛
車
道
。

ま
た
、
も
と
来

た
道

を
引
き
返
す
と
太
平
坑
か
ら
東
平

へ
の
ト
ラ
バ

ー
ス
道

と
馬

の
背

を
降
っ
て
東
平
へ

行
く
道
。

角
石
原
は
銅
山
越
北
側

銅
山
交
通
の
結
節
点
。
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ブ
ッ
シ
ュ
の
中
の
踏
み
跡
を
芯
太
平
坑
へ
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と
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と
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が
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谷
を
渡
り
口
目
印
に
棒
を
置
い
と
い
た
と
教
え
て
も
ら
っ
た
新
太
平
坑
へ
の
道
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太
平
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坑
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が
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わ
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わ
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わ
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わ
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面
の
上
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を
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に
囲
ま
れ

て
、
別
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銅
山
の
新
居
浜
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の
拠
点

と
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第
三
通
洞
の
完
成
で

第
三
通
銅

第
三
通
銅

第
三
通
銅

第
三
通
銅

明
治
３
５
年
完
成

明
治
４
４
年
別
子
山
側
に
日

浦
通
洞
が

ぬ
け
、
東
平

と
日
浦
が

ト
ン
ネ
ル
で
結
ば

れ
、
別
子
鉱
山
の
大
動
脈

と
な

っ
た
。

ま
た
、
か
ご

電
車

と
呼
ば

れ
る
鳥
か
ご

電
車
を
連
結

し
て
一
般
に
も
開
放
。

昭
和
４
８
年
閉
山
廃
止
ま
で
多
く
の
人

を
も
運
び

続
け
た
。
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場

第
三
通
洞
の
す
ぐ
横
が

広
場
に
な

っ
て
い
て
、

川
は
ト
ン
ネ
ル
で
広
場
下
を
抜
け
、

そ
の
北
側
山
際

の
斜
面
上
に
停
車
場

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
反
対
の
南
側

の
山
際
に
火

薬
庫
が

あ
り
ま
し
た
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側
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東
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東
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心
部

中
心
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中
心
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中
心
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山
裾
に
沿
っ
て
遊
歩
道
が

整
備
瀬
さ
れ

て
い
る
。

広
場
か
ら
出
て
た
と
こ
ろ
す
ぐ

山
側
に
石
垣
が

続
く
。

こ
の
石
垣
の
上
方
が

第
三
社
宅
が

建
ち
並
ん
で
い
た
場
所
で
あ
る
。

石
垣
に
沿
っ
て
北
へ

延
び

る
枝
尾
根
の
先
端
部
を
西
に
回
り
こ
む
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よ
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あ
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あ
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枝
尾
根
の
先
端
部
に
あ
る
駐
車
場
に
数
多
く
の
車
が
止
ま
っ
て
い
る
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広
場
西
側
マ
イ
ン
工
房
か
ら
西
赤
石
山
・銅

山
越
の
稜
線
を
眺
め

る

東
平
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史
博
物
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横
か
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西
側
駐
車
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マ
イ
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工
房

こ
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広
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の
崖
下
に
貯
鉱
庫
や

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
な

ど
別
子
銅
山
の
産
業
遺
産
が

残
っ
て
い
る
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来
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も
ら
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い
た
の
で

す
が
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ま
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ま
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フ
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の
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繋
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な
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ラ
イ
す
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め
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う
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あ
き
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て
谷
沿
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の
旧
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を
約
1.5
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間
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ム
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ト
の
県
道
ま
で
歩

く
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